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【背景と目的】 
子宮内膜症の治療には、GnRHアゴニスト療法、ダナゾール、レボノルゲストレル型子宮内 
避妊システム、ジェノゲスト、低用量エストロゲン・プロゲステロンなど様々なホルモン 
療法が存在するが、いずれの薬剤をどのくらいの期間投与すべきか一定の見解は得られて 
いない。我々は術後再発予防の後療法としてジェノゲストとゴセレリンの有効性の比較検 
討を行った。 
 
【対象および方法】 
 子宮内膜症と診断した患者を前方視的に無作為に振り分け調査した。腹腔鏡下手術後の 198 
名のうち、同意の得られた 111名の患者をジェノゲスト群 56名、ゴセレリン群 55名に無作 
為に振り分け、術後 24か月間外来にて経過観察を行った。後療法を希望しなかった患者 79 
名は非投与群として、薬剤投与群と同様に経過観察を行った。ジェノゲスト群、ゴセレリン 
群、および非投与群の 3群間の再発率、副作用、VASによる月経痛、慢性骨盤痛の程度など 
を検討した。 
 
【結果】 
 ジェノゲスト群とゴセレリン群の 2群間で再発率に有意差は認められなかった。またゴセレ 
リン群と非投与群の 2群間で再発率に有意差は認めなかったが、ジェノゲスト群と非投与群 
の 2群間では有意差を認めた（p=0.027）。月経痛、慢性骨盤痛は、薬剤投与 2群で有意に改 
善した。ゴセレリン群ではジェノゲスト群と比較し副作用が顕著に出現した。 
 
【結論・考察】 
 子宮内膜術後の後療法としてジェノゲストは 6か月以上の長期投与が可能であり、短期投与 
しかできないゴセレリンより有用であると考えられる。 
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